
学校関係評価委員会報告書

令和２年３月

専修学校　徳島県美容学校



Ⅰ　学校の現状

2．所在地

1．学校名

専修学校徳島県美容学校

平成10年    　新制度に変更

徳島県徳島市佐古二番町３－５

3．沿革

昭和30年 9月　私立各種学校徳島高等美容学校として認可

昭和30年10月　厚生大臣指定徳島県美容師養成施設として夜間課程、通信課程を創立

昭和33年12月　校舎移転

昭和34年 3月　養成所廃止

　　　　　　　徳島県美容業環境衛生同業組合立徳島高等美容学校設立

昭和52年 6月　校舎移転

昭和57年 4月　昼間課程設立、夜間課程廃止

昭和61年 1月　校舎改装

衛生課程　別科　学生総数74名

平成12年 4月　専修学校に変更

平成22年 4月　新校舎設立

4．学科の構成

衛生課程　美容科

衛生課程　美容ダブルライセンス科

衛生課程　別科　通信課程　美容科

衛生課程　別科　通信課程　美容ダブルライセンス科

5．学生数及び教員の数

衛生課程　学生総数48名



Ⅱ．学校の理念、教育目標

（学則）

教育理念

「笑顔と感謝の心」本校では、この言葉を重んじ、高い知識と技術のみならず、心ある人材を育成し、社会に貢献することを使命と考え、その基本姿勢を学則に記
している。

第１条　　本校は教育基本法及び学校教育法並びに私立学校法に従い、人格の完成と、平和的な国家及び社会の形成者として、勤労と責任を重んじ自主的精神に充
ちたる心身共に健康なる生徒を育成することを目指し、社会人としての教養と、近代的な感覚と、専門的な知識と技術を修得せしめ特に美容技術の研究研磨並びに
衛生知識の向上をはかるを目的とする。

【学校関係評価委員評価】

・せっかく入学や就職をしても、すぐにやめてしまう学生が多い。美容師の仕事は、見た目のような派手な仕事ばかりではない。基本は、接遇・マナーから始ま
り、徐々に技術を磨いていく。そんな基本的なことを学生のうちに伝え、小手先ばかりの美容師にならないよう、社会人として立派な美容師になって欲しい。その
為にも、ここの学校の基本理念をしっかりと教えるように教育をして下さい。



Ⅲ．令和２年度の重点目標

目標

国家試験対策の強化

基本的な接遇・マナーの向上。技術の基礎を疎かにせず、しっかりと修得する。将来像を明確にもち、必要とする知識と技術の修得を図る。

計画（目標達成の為の具体的計画）

あいさつ運動の成果か、学生が挨拶をよくするようになった。礼儀をしっかりと身に付けた美容師の育成を今後も続ける。

学生の目標を明確にし、国家試験合格や大会に対し、積極的に取り組ませる。

【学校関係評価委員評価】
学生が将来の夢や未来図をしっかりと描けているかどうかで、技術や知識の修得に対しての意気込みが変わってくる。将来についてしっかり考える場を作り、夢を
叶えるために何が必要で、何を学ばなくてはならないのか、逆算して考えることも必要。

将来像について、しっかりと考える場をつくり、明確に自分の就職について目標を立てる。目標達成の為に必要な知識と技術は何なのかを自ら考え修得できるよう
にする。



Ⅳ．評価項目別評価報告

（１）教育理念・目標

評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

学校の理念・目的・育成人材像
は定められているか
（専門分野の特性が明確になっ
ているか）

4

理念、目的ははっきりとしている。 目標の認識と周知の徹底。理念や目標
が、現状とかけ離れてはいないかなど、
毎年しっかりと話し合い、見極めていく
ことが必要。

定期的に理念、目的を見直し、社会に
あった人材育成ができるよう目標を定め
る。

・学校における職業教育の特色
を定めているか

3

国家試験および大会に重点を置いている
傾向がある。

学校が育てたい人材と学生自身がなりた
い人物像、美容所が欲しい人材をはっき
りと把握し、導いていくことが大切。

組合立である特徴を活かし、企業にもっ
と協力を仰ぎ、当校の特色を広め、学生
自身に未来構想を創造させられるよう取
り組みたい。

・社会経済のニーズ等を踏まえ
た学校の将来構想を抱いている
か

3

学生自身が、将来を身近なものと捉えら
れていないところがある。

ニーズの移り変わりが早く、また多様化
している為、技術知識共に専任教員だけ
では追い付かない。ニーズ、流行に敏感
な業界に情報開示し、協力を得られるよ
うにしていく必要がある。

組合・学校の連携を図り授業や就職活動
に取り入れる。今、社会から学校に期待
されているものは何か、これからの学校
はどの方向に向かっていくのか、現状を
把握し、将来構想を練っていく必要があ
る。

・学校の理念・目的・育成人材
像・特色・将来構想などが学
生・保護者に周知されているか

3

パンフレットや学校ガイダンスで周知を
行っている。また、説明会などでも学
生、保護者向けに周知を行っている。

理念、目的については、昨年よりもア
ピールをして周知を行っている。説明会
でも必ず周知をしているが、まだまだの
感がある。HPなども利用し、もっと浸透
させていかなければならない。

引き続き、HPやパンフレット、説明会等
での周知を行い、浸透させていく必要が
ある。人材育成像は、企業が、特色や将
来構想は、学生や保護者が知りたいとこ
ろだと思うので、しっかりと情報発信
し、周知徹底を図る。

・各学科の教育目標・育成人材
像は、学科等に対応する業界の
ニーズに向けて方向づけられて
いるか

3

各教科の目標は定められているが、業界
のニーズの把握面が少し弱い。

業界と学校との更なる協力が必要。校内
だけでは、どうしても国家試験対策が先
に立ちがち。もちろんそれが一番なのだ
が、もっと外の意見を取り入れ、今必要
な知識と技術は何かを把握しなければな
らない。

業界との連携を深め、今必要とされてい
る技術や知識、人物像などを把握し目標
を定める。各教科の中で、その目標達成
の為に必要なものは何かを見極めカリ
キュラムに組み込む必要がある。

適切…４，ほぼ適切…３，やや適切…２，不適切…１



（２）学校運営

評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・目的に沿った運営方針が策定
され、それに沿った事業計画が
策定されているか

3

事業計画は毎年作成しており、それに
沿った予算計画も立てている。

年間の学習計画等と照らし合わせなが
ら、行事や事業計画を立てていく。目的
を明確にし、そのための事業計画を立て
る。

引き続き目的、運営方針にそった事業計
画を作成する。毎年同じこととならない
よう、その年その年で、どのような事業
を行えばよいか、話し合い、計画を立て
ていく。

・運営組織や意思決定機能は、
規則等において明確化されてい
るか、また有効に機能している
か

3

規則等については、必要に応じて作成
し、整備を行っている。

作成した規則等について、もっと教職員
への周知徹底を行うべき。その場その場
での対応になることなく、規則などに
沿って判断、遂行できるよう。

規則の周知と理解の徹底。また、その時
その時の判断にならないよう、意思決定
機能についてもしっかりと規則などによ
り明記しておく。

現状を拝見して、学校は、よく努力されているとう。しかし昨今、本気で美容師を目指している学生や、やる気のある学生が少ないように感じられる。自分から積
極的に何かを教わろうとか、技術を上げてやろう。といった意気込みを感じる学生がもっと欲しいところである。依然と比べ、学校には学生の実践的育成が求めら
れているものの、学生の意気等々との差が大変大きいように思う。学生の意識や気持ちを変化させる為にも、もっと教科外の教育も取り入れてみてはどうか。生徒
の興味のある事など、アンケートやリサーチも行い取り入れていくなどの工夫も必要。たとえば、ヘアショーを開いたり、動画作りをしてみたり、美容の楽しさを
味わってみると、もっとアレもしたいコレもしたい。といった欲がでてくるのでは。自分がどんな美容師になり、何をしていきたいのか？学生に考えさせる機会を
早めに作ってみてはどうだろうか。理念、目標のみが独り歩きしないよう、達成する為の工夫が大切だと思う。

また、本校の教育理念を先生始め、生徒に周知できるようにすることを徹底するのも大切。学校から保護者に対しての説明会を開いたり、出席できない方には、手
紙を出すなど。

【学校関係評価委員評価】



評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・教育活動等に関する情報公開
が適切になされているか

4

ＨＰでの活動情報公開を行っている。イ
ベントなどあれば、その都度、HPへの掲
載をし、活動内容の公開を行っている。

現状のＨＰの情報公開だけでは、あまり
伝わらない。そろそろＳＮＳ等を利用
し、細かな情報発信を行えるようにする
必要がある。

昨今、ＳＮＳでの情報発信が主流となっ
ており、ＨＰへのアップだけでは、伝わ
りきらないので、情報発信の方法を考え
る。ただ、対応教員が限られてくるた
め、教員の負担等も考え、発信方法を選
ぶ必要がある。

・情報システム化等による業務
の効率化が図られているか

3

業務の効率を個々に任せており、組織と
して統一してシステム化にまだ足りてい
ない。

仕事がそれぞれの業務方法により行われ
ていることが多く、仕事のロスが多い。
一人ひとりが、それぞれの業務をこなす
より、連携をとりながら、重複する仕事
は削除し、円滑に、また効率よく業務を
する。

大きなシステム導入は難しいが、各部署
ごとに業務を見直し、無駄を省く。シス
テムに対する理解を深め、どのようにし
たら効率よく仕事が進むか、全体を見渡
し、構成していくことがまず必要。

運営に関しては、校長はじめ、皆さんの努力が感じられる。
教職員会議もよく開催されているとのことで、それぞれの意見を出し合って運営方針や、目標、計画を立てていくことは本当に大切な事。
教育活動については、高校生や保護者がとても関心のある部分だと思う。特に高校生にとっては、自分たちが入学して何を学べるのか、どのような学校生活を送れ
るのかといったことは、学校を決める大きなポイントとなる。できるだけ、情報発信をして、興味を持ってもらえるようにするとよいのではないか。今や、知りた
いことはスマホですぐに調べ探し出せる世の中。その時に情報がない学校は、選択肢にも入らない。学校のいいところがいっぱいあり、色々なこともしているの
で、どんどん発信していくとよい。ＳＮＳも始めるとよいと思う。

【学校関係評価委員評価】



（３）教育活動

評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・教育理念等に沿った教育課程
の編成・実施方針等が策定され
ているか

4

学校の理念に沿ったカリキュラムの編成
はできている。

理念に沿ったカリキュラムを組んでいる
が、もう少し教育理念である人間性
（心）の育成という面で、しっかりと編
成を考える必要がある。

感謝の心が持てる生徒が育つよう、カリ
キュラムのみならず、学校生活全般にお
いて、指導を行う。

・教育理念、育成人材像や業界
のニーズを踏まえた学科の修業
年限に対応した教育到達レベル
や学習時間の確保は明確にされ
ているか

3

学科ごとに教科目標を立て、2年間で習
得するべきレベルを設定している。ま
た、ネイル、メイクなど広く美容に使え
る技術については、基本技術の上の技術
として認定試験対策の教育も行ってい
る。

今や幅広いニーズを求められる美容師と
して、やるべきことがたくさんある。2
年間という短い期間の中で、いかに効率
よくカリキュラムを組み、生徒を育成し
ていくかが課題となっている。

実技に関しては、学期ごとの評価を月ご
とに変更し、それを学生の目標とするこ
とで、学生本人の意識を高め、やる気を
出させる。そうすることで教員側も個々
に対し不足している技術を見つけやす
く、日々の指導に役立てることができ
る。
学科については、簡単な確認テストなど
を取り入れ、学生の修得状況を確認しな
がら授業を進めていく。

・学科等のカリキュラムは体系
的に編成されているか

3

学科毎に各担当教員がカリキュラムを立
てている。大きな流れと小刻みな目標を
把握し、それぞれの教科間での連携もと
るようにしている。

大きな流れとして、教科ごとに年間計画
を立てているが、より詳細のシラバスを
作成し、細かな目標、そして細やかな指
導に役立てる必要がある。各教科間の情
報交換も行い、全体でどれくらいのレベ
ルの目標を持ち、現在どのくらいまで到
達しているかなど、把握していく必要が
ある。

２ヵ年計画。年間計画。そして、教科ご
とのシラバスを作成し、細かなカリキュ
ラムを組む。それぞれの単元ごとに目標
を立て、学生全員が修学目標を達成して
いけるような指導に役立てる。

・関連分野の企業・関係施設等
や業界団体等との連携により、
カリキュラムの作成・見直し等
が行われているか

3

教育課程編成委員会を設置し、カリキュ
ラムの編成を行っている

業界の団体や、企業から委員として来て
いただき、意見をして頂きカリキュラム
に取り入れているが、限られた時間数の
中で、いかに取り入れるかが課題となっ
ている。

できるだけ多くの企業から意見を頂き、
現在企業が必要としている人材像や技術
を把握し、いかにカリキュラムに取り入
れていくか。どのような方法で取り入れ
るといいかなどをしっかり話し合い、決
めていく。



評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・授業評価の実施・評価体制は
あるか

3

生徒や保護者からの、評価があるが、シ
ステムとしてはっきりとこういう方法で
評価を得る。といった決まった方法が確
立されていない。

明確な評価方法がない為、はっきりと評
価できるような、生徒や保護者からのア
ンケート等を取り入れる必要がある。

年に何度か、アンケートを取り授業への
評価や、希望などをもらう。それをもと
に教職員の中で、授業等の見直しを行
う。

・成績評価・単位認定、進級・
卒業判定の基準は明確になって
いるか

4

単位認定や卒業判定は、学則に定められ
ており、教員と校長との話し合いを経
て、最終決定をしている

成績評価は、各科目ごとにテストを実施
し行っている。また、月ごとや学期ごと
に実技審査も行い、学校長を含め成績や
進度状況を把握している。

各科目ごとにこまめにテストを行う。進
級、卒業判定は、校長及び教員全員で行
い、出席状況、試験結果、補講状況を踏
まえ行っているが、毎年日数不足の学生
がいるので、できるだけ早めに対策をと
り、全員が補講受けずに済むようにして
いく必要がある。

・資格取得等に関する指導体
制、カリキュラムの中での体系
的な位置づけはあるか

3

入学した時点から、国家試験は目標と
なっており、それを目指したカリキュラ
ムになっている。また、それ以外の技術
も体系的にカリキュラムに取り入れられ
ている。

国家試験を目標としたカリキュラムと
なっており、それを目指した指導を行っ
ているが、それでも試験目前で技術・知
識不足に悩む学生が毎年いる。もう少し
早い段階で、不足したものを見つけ、対
処できるようにしていかなければならな
い。

理解度、上達度の把握を早い段階で行え
るよう、はっきりとした到達目標をた
て、クリアしているかどうかを教員が確
認する。目標に達しないときは、早め早
めに対応していく。

・人材育成目標の達成に向け授
業を行うことができる要件を備
えた教員を確保しているか

4

教員については、ベテラン教員、新人教
員、外部講師と多彩な人材を確保できて
いる。

教員は、十分にそろっており、各々が得
意分野を持っており、目標達成には、十
分な人材である。また、必要に応じて外
部からの講師も呼ぶなど、講師陣に問題
はない。

若い世代の教員も育っており、また、業
界団体との連携も十分行えているので、
講師は多種多様な人材をそろえることが
できる。今のニーズの把握をしっかり行
えば、十分に目標に応じた人材を育てて
いくことができる。



評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・関連分野における業界等との
連携に於いて優れた教員（本
務・兼務を含む）を確保するな
どマネジメントが行われている
か

4

昨年度は、新しく１名教員を増やした。
外部講師も県内の美容師や県外の世界
チャンピオンの方に来て頂くなど多彩な
メンバーを確保している。

当校が、組合立ということもあり、業界
関係との連携は申し分ない。教員確保に
ついては、新しく１名教員を増やした。
もともと業界（美容所）に勤務していた
こともあり、業界のことや必要な人材像
についても詳しい。今後の人材育成手腕
に期待。外部講師も県外の世界チャンピ
オンの方や全国で活躍されている講師の
方など、多方面で活躍されているかも多
く、優れた人材という点では十分であ
る。

今後とも、業界との連携を十分にしなが
ら、多彩な講師を確保していく。ただ、
県外講師などは、特に日程調整が必要な
上、気象状況などによっては、来県でき
なくなることも考えられる。その為、な
るべく早い段階で依頼をかけるなど、十
分な計画と連携が不可欠である。カリ
キュラムの編成の際には、多少の予定変
更も視野に入れ余裕をもって立ててい
く。

・関連分野における先端的な知
識・技能等を習得する為の研修
や教員の指導力育成など資質向
上のための取り組みが行われて
いるか

4

四国地区理容師美容師養成施設協議会主
催の教職員研修や、業界団体の美容組合
の行っている、TMモード普及講習会など
に参加している。また、メイク術の講習
などにも参加し、新しい技術を修得して
いる。

美容に対する社会のニーズが広がってお
り、カット、パーマ、カラーのみの技術
ではなくなっている。新しい技術もどん
どん増え、また開発され技術の進歩は日
進月歩である。その全てを修得すること
は不可能であるが、社会的にニーズの高
い技術や将来学生が必要になりそうな技
術は、積極的に講習会に参加し、修得す
べきである。着付などの伝統ある技術と
最新の技術のどちらも大切であるという
考えのもと、学生にいかにその技術を伝
えるかという工夫もまた必要である。

四国地区理容師美容師養成施設協議会主
催の教職員研修や、美容組合の講習会に
積極的に参加。技術修得もさることなが
ら、技術の伝え方まで参考に会得する。
また、修得した技術や知識は、校内で他
の教員にも伝達していく。
様々な講習・講演に出ることで、ともす
れば狭く固定化されがちな見分を広げる
ことができる。教職員全員が常に成長し
続けるという意識を忘れない。

【学校関係評価委員評価】

国家試験課題は別にして、実技の勉強範囲が結構広く大変である。エステ、メイク、ネイル、着付、接遇・マナー等々。もう少し絞って「この技術。」という目的
の技術を決め、深く実用性のある教育ができるよう、実践的編成をしてみては如何か。
とにかく、学生にどの様にやる気を持たせるか？が課題になっている。学生の好きなことをよくみて、伸ばしていければ就職の武器にもなる。
せっかくの組合立なので、外部の方の意見も参考にしては？新しい工夫があるかもしれない。
今はＳＮＳの時代です。時代に合ったことをしないと、すぐに戦力にならない。動画、撮影、ショーなどは、どんどんやっていかないと飽きが来ると思う。やるこ
とはいっぱいあると思いますが、今の時代にマッチしたことをどんどんするべき。



（４）学修成果

評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・就職率の向上が図られている
か

4

就職率は大変良い。求人は毎年多数の依
頼があり、引く手あまたである。本校が
組合立である特徴を考えると、県内就職
については、何の問題もなく就職するこ
とが可能である。また、県外からの求人
も多く、行くところがない。ということ
はまずない。

求人率は、１００％を達成している。業
界全体を見ても、美容師不足であり、常
に求人がある状態である。但し、入社を
しても早々に辞めてしまう学生がいるこ
とが課題。希望と現実とのギャップや企
業側の体制も含め、せっかく就職したが
すぐに退職になった。という状況を改善
していかなければならない。

毎年6月～７月頃に、就職ガイダンスを
開催。企業と学生が直接話をする場を設
け、お互いの希望や状況を話し合えるよ
うにしているが、参加企業が多くなる
と、あまり長い時間話ができなかった
り、個別ブースを設けられなかったりす
るので、何回かに分けるか、会場を広く
するなどの工夫が必要。

・資格取得率の向上が図られて
いるか

4

資格試験、特に国家試験対策に夜間ス
クーリングを入れるなど対策は取ってい
る。通信生に関しては、半年前からス
クーリングの日数を増やし、対策してい
るが、どうしても昼間生より合格率が低
くなってしまう。

昼間生と比べると、通信生の合格率がど
うしても低くなりがち。また、昼間生で
も合格に届かない生徒もいる。直前に
は、夜間スクーリングや補講を行ってい
るが、それでも合格に届かない学生が出
てしまう。全体的な指導と個別指導をう
まく使い分け、合格率の向上を図る必要
があるように思う。

昼間生、通信生とも合格率100％をうた
えられるよう、フォロー体制の強化が必
要。まずは、個々が自分の得意なところ
苦手なところを自覚できるよう教員がよ
く見て指摘をし、苦手なことの強化がで
きるよう対策を立てる。また、試験慣れ
できるよう、疑似試験を頻繁に行い、試
験に慣れるようにしていく。



評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・退学率の低減が図られている
か

4

できるだけ、学校をやめないように担任
制を導入し、何かあった時でも相談しや
すい環境を作っている。しかし、毎年学
校をやめてしまう子がいるのが現状。在
学中に他にやりたいことができる学生も
いるが、美容師を諦めてしまう学生もい
る。美容師という夢と現実との中になか
にギャップが生じてしまっているのか。

何かあった時には、相談しやすいよう担
任を置いているが、なかなか相談できず
に一人で悩みを抱え込んでしまう学生も
いる。登校拒否になってしまう学生もい
るが、原因が本人にも分からない。とい
う場合も少なくない。本人、学校、保護
者との連携をうまくとりながら、なるべ
く休むことなく登校できるようフォロー
していく必要がある。

本校は、昼間生の他、通信生もあり、昼
間生での登校が難しい学生には、通信生
への転入も進めている。昼間生から通信
生へ変わった学生は、比較的卒業まで頑
張れる子が多い。また、学生が学校に求
めていることと学校のカリキュラムに隔
たりがある場合は、添えることであれ
ば、学生の希望も取り入れるなどの工夫
も必要。学生の悩みなどは、担任のみな
らず、教職員がフォローしあいながら、
一人前の美容師に育てていけるよう、情
報の共有も怠らない。

就職率は100％と問題はない。就職ガイダンスもあるので、直接生徒へ伝えたいことを話せる機会があるのはいい。ただ、少し持ち時間が短いので、もう少し会場を
広くとり、じっくり話しができるとよい。資格については、合格率100％を目指して頑張ってもらいたい。学生それぞれ、得意不得意があると思うので、苦手なとこ
ろを強化できるようにカリキュラムを工夫するなど対策を立てる必要がある。
全般的に学修については、対策もよくできていると思う。あと少し、国家試験の合格率を上げられるよう期待したい。また、特に通信生でスクーリングに出席でき
ていない学生がいたら早めにオーナーへ連絡して、フォローを学校と企業で連携しながらできるようにしていければと思う。

【学校関係評価委員評価】



（５）学生支援

評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・進路・就職に関する支援体制
は整備されているか

4

進路、進学については、副校長と2年生
担任が協力し、支援していく体制が整っ
ている。求人も多い業界なので、就職に
ついては、十分に対応できる。

県内企業であれば、情報量も多く、また
学校、企業、業界との連携による産学連
携就職事業を行っているので、支援体制
は万全である。
一方で、県外企業については、組合に加
入している企業であれば、情報もあるが
そうでない場合は、情報が把握しきれな
い場合もあり、その企業が優良企業かど
うかの判断ができかねるときもある。ひ
いては、学生の早期退職につながりかね
ないので、情報収集をしっかり行わなけ
ればならない。

産学連携事業での県内求人は、福利厚生
もしっかりしており、信用もあるので、
学生には進めたい企業である。また、県
外からの求人も多く、学生が求人票を見
やすいように展示したり、卒業生とも連
絡をとり、情報収集を行い、働きやすい
職場の提案ができるように心がける。

・学生相談に関する体制は整備
されているか

4

学生は、どの教員にでも相談できるよう
になっている。担任制をとっているの
で、担任に相談してもよいし、他の教員
に相談をする学生も多い。

悩み事がある場合は、いつでも相談でき
る体制になっている。何か困ったときに
は、校長にも気軽に相談できるように
なっている。

学生からの相談は、いつでもでき、担任
がいないときは、手の空いている教員が
相談を受けることもできる。なかなか相
談自体に来れない学生もいるので、でき
るだけ、毎日全員に声を掛けれるよう気
を配って対応していくことも必要。

・学生に対する経済的な支援体
制は整備されているか

3

学校独自の支援事業はないが、日本学生
支援機構に対応しているので、そちらで
支援は賄っている。

入学時０円サポートを実施しており、本
来入学時に支払うべき授業料などを入学
後、学生支援機構に申込み、それが入っ
てきてからの支払いに対応している。最
近、分割希望の生徒が増えており、この
制度を使う学生が多い。

日本学生支援機構への申し込みは、高校
の時に行っている学生が多いが、入学し
てからの申し込みにも対応している。一
括納入ができない学生が多く、分割での
支払いに対応している。支払い回数など
も、個々の状況に合わせ、できるだけ無
理のない範囲での支払いに応じている。



評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・保護者と適切に連携している
か

4

学校を休みがち、授業料の支払いが遅れ
気味など、何かあった時には速やかに保
護者へ連絡がとれる体制になっている。
また、保護者の方からの問い合わせにも
随時応対しており、連携はとれている。

必要に応じて、保護者への連絡を行って
いるが、なかなか連絡が取れない場合も
ある。常日頃からの学校、学生、保護者
間の連携を強化し、何かの時にはスムー
ズに相談、報告ができるようにしておく
必要がある。
また、学校の方針等を入学説明会やその
他相談がある時に理解して頂き、家庭内
でのサポートをして頂く必要がある。

入学説明会や入学式に出席する保護者が
増えているので、その機会に学校の理念
や教育方針を説明し、理解して頂く。ま
た、学校生活の中での学生の問題など
は、できるだけ小さなうちに保護者にも
連絡し、連携をとりながら学生を支えて
いく。

・卒業生への支援体制はあるか

4

卒業後、離職してしまい再就職先を探す
場合などにも、学校へ相談に来れるよう
になっている。また、組合立の為、再就
職先も探しやすくなっている。何年か後
に自立開業する場合も、相談に応じれる
ようになっており、融資の申し込みやそ
の他開業支援、技術修得の為の講習申込
など、何にでも対応できるようになって
いる。

卒業後の様々な相談について、いつでも
サポートできる体制になっている。しか
し、全員が学校へ相談に来るわけではな
いので、卒業時に、何かの時には学校へ
気軽に相談に来るよう伝え、学校は卒業
後も相談先の一つであることを認識させ
る。離職後の就職先案内などもできるの
で、できるだけ卒業後の活動状況が把握
できるよう、連携は取っておく必要があ
る。また、早期離職をできるだけ無くす
為、卒業生の話をよく聞くなど情報収集
も怠らないようにすることが大切であ
る。

卒業生の支援は、再就職、起業、従業員
募集などなど様々な面で支援していく。
また、仕事の状況など後輩に伝える機会
が作れれば、後輩たちの就職活動にも大
いに役立ち、また、就職先との見解の相
違なども減らすこともできる上、卒業生
の活躍状況も把握できるので、就職説明
会などそういう機会を設ける。

外部から拝見した様子では、十分できていると思う。組合立という特性を十分に発揮して、企業と連携しての就職活動を引き続き行っていって欲しい。企業と情報
交換を頻繁に行い、希望人材や就職環境などお互いに必要とする人、モノなどの情報を共有していきたい。できるだけお互いの理想が寄り添えるようにしていけ
ば、学校も企業も成長ができ、また、業界自体が発展していくこともできるのではないだろうか。
就職してからも、色々悩みを抱える子が多いように思う。学校でも多くなっているのではないか？教員や企業ならば先輩、オーナーなど、誰でもいいが相談しやす
い環境を作っていかないといけない。

【学校関係評価委員評価】



（６）教育環境

評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・施設・設備は、教育上の必要
性に十分対応できるよう整備さ
れているか

3

施設、設備とも教育上、十分に整ってい
る。

設備も整っており、教育上は特に問題も
ない。倉庫が狭い為、在庫をあまり多く
ストックしておけないというところがあ
るが、授業等に関して特に支障は見られ
ない。

特に問題はないが、設備の劣化が懸念さ
れる点である。蛍光灯のLED化なども含
め、点検と補修に気を付けていきたい。

・防災に対する体制は整備され
ているか

4

毎年防災訓練をしている。消防署の方に
来ていただき、避難訓練や消火器の使い
方を教えて頂いている。

津波や河川決壊、土砂崩れの際の防災訓
練の規程を作成したので、その訓練を行
わなければならない。

防災訓練を毎年春に行っているので、消
防署と連携をして、今年も行いたい。

施設も設備も十分だと思う。学校の授業を行う上では、問題ないのではないか。
防災は、とにかく、いつ何が起こるか分からないので、訓練は怠らないようにしないといけない。津波や土砂崩れの際の規程もできているようなので、その辺は安
心。
地震や台風など、災害が増えてきている。いきなりではパニックになりかねないので、日頃から備えておくことが大切。

【学校関係評価委員評価】



評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・学生募集活動は、適正に行わ
れているか

4

高校に訪問し、進学指導の先生と話しを
し、各教室にチラシを貼って頂いてい
る。また、進学ガイダンスに積極的に参
加するなど、適正な方法で募集を行って
いる。
オープンキャンパスも秋までは、毎月開
催しており、積極的に当校へ足を運んで
もらいどのようなことを学ぶのか体験し
てもらっている。
HPに情報を公開している。

ＡＯ入試希望が年々増えている。一方で
推薦入学の生徒が減ってきている。でき
るだけ高校との連携も取りつつ、推薦の
受け入れも増やしていけるように取り組
んでいく。
ＨＰの内容も見直し、必要な情報の発信
量を増やしていくべき。

高校訪問、ＨＰの公開を含め、入学を考
えている方々が欲しい情報を積極的に公
開するなど、広報事業の拡大を図りた
い。

・学生募集活動において、教育
成果は正確に伝えられているか

3

高校訪問やガイダンス、またオープン
キャンパス等を利用し、教育内容、卒業
後の進路、またどのような美容師になっ
て活躍しているか等伝えている。

入学後、想像していたものと違う。とい
うことがないよう、どのような教育目標
があり、どのような授業を行っているか
等、楽しいだけのオープンキャンパス等
にならないよう、しっかり説明を行う。

入学してからの学習内容がどんなもの
か、一日の学生生活がどんなものか。で
きるだけ入学前から理解して頂けるよ
う、分かりやすく、また細かく発信して
いく。

（８）財務

（７）学生の受け入れ募集

【学校関係評価委員評価】

今年は、ＡＯ入試の希望者が多かったと聞く。最近の傾向なのか早く決めたがる生徒が多い。できるだけ、県外流出を止められるような方法があればいいが、なか
なか出ていきたい子を止めるのは難しい。まずは、迷っている学生がいたら、来てもらえるように学校のアピールをするとよい。
ＨＰの発信ももちろんだが、ＳＮＳも考えてみてはどうか。みんなスマホで情報を得ている。特に高校生はＳＮＳの使用頻度が高いので、そちらで広告をしていく
方がいいと思う。その時代時代にあった募集の方法で行わないと、学生の目に入らない。ということも考えられる。今の情報を敏感にとらえ、最も効果的な方法
で、募集をかけないと、結果になかなか結び付きにくいのではないか。



評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・中長期的に学校の財務基盤は
安定しているといえるか

3

学生数は、おおむね安定しており、財政
基盤も安定を見せている。

令和２年度より、高度教育負担軽減制度
が始まるので、対応が難しくなるのでは
ないかと懸念がある。

学生の募集を今年もしっかり行い、財政
基盤の安定を図る。また、高度教育負担
軽減制度をできるだけ、学生が活用でき
るよう周知の徹底を図る。

・予算・収支計画は有効かつ妥
当なものとなっているか

4

前年度の実績や事業案を踏まえて、収支
の見通しを立てており、妥当なものと
なっている。

年度途中の予算等の見通しをしっかりた
て、必要なもの不要なものの見分けを
はっきりつける。

財政分析をしっかりと行うこと。年々、
必要な設備なども変わってくるし、行事
も年ごとに変化を付けたりするので、
しっかりと予算ぐみを行う必要がある。

・財務情報公開の体制整備はで
きているか 3

理事会・総会において財務情報を示し開
示している。

ＨＰでの開示も行うなど、情報公開はで
きている。

引き続き、情報公開を行う。

（９）法令等の遵守

【学校関係評価委員評価】

少子化がこれからも進むので、先を見据えての予算を立てていかないといけない。5年、10年と先を見据え、必要なもの、そうでないものを見極めながら、実のある
経営をしていくこと。
情報公開もしており、財務に関しては問題ないと思う。あとは、いかに有効な使い方をするかによる。学生が、学校生活、授業等に十分満足できるような運営をし
ていって欲しい。学校が魅力あるものになると、学生も集まってくる。それがまた、財政基盤の安定にもつながり、良い連鎖が始まると思う。



評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・法令、専修学校設置基準等の
遵守と適正な運営がなされてい
るか

4

関係団体や認可行政機関への申請・届け
出はできている。必要な法令について
は、教職員にも配布し、認知の徹底を
図っている。

法令の見直しもその時々で行えている。
教職員への周知もその都度行い、必要な
法令については、みんなが把握している
状態になるように努めているが、まだま
だ、周知が弱い部分もある。

学校運営がどのような法令の元なされて
いるか、また、その他諸規定について
も、全教職員が内容を把握しておくこと
は、必須事項である。法令の内容につい
ても、全員が知っておくべきものが多い
ので、毎年周知徹底を行う。

・個人情報に関し、その保護の
為の対策がとられているか

4

書類管理はしっかりと行われ、個人情報
は、鍵のかかった書棚で管理している。
パソコン上でも、パスワードをかけるな
ど、保護の徹底を行っている。

個人情報の正しい知識を広め、間違った
方法や、安易な方法でうっかり情報を漏
洩してしまった。などということがない
ように、勉強会なども開く必要がある。
SNSの利用拡大も視野に入れ、改めて個
人情報の保護の方法や、そもそものPCの
セキュリティなど見直しを行ってもいい
のではないか。

改めて個人情報についての知識を深め、
情報の管理方法について、各々が見直し
をする。一度漏洩してしまったら、うっ
かりでは済まされないことを十分に理解
し、管理方法、セキュリティ等について
話し合いの場を持つ。

・自己評価の実施と問題点の改
善を行っているか

3

年に2回は自己評価を行い、学内でそれ
ぞれに意見を出し合い、学校運営改善に
取り組んでいる。

自己評価をすることで、一年を振り返
り、反省点や良かった点を絞り出し、次
年度の教育に役立てていく。

自己評価を行ったことを各々がしっかり
と頭に入れ、改善点や取り入れたらよ
かったものなどについて、次年度の教育
に取り入れられるよう意見を出し合うこ
とが必要。

・自己評価結果を公表している
か

3

評価結果を報告書に取りまとめて公表し
ている。

自己評価の情報及び、学校関係者評価で
出た意見をHP等で公開している。

自己評価及び学校関係者評価で話し合わ
れた意見を学校運営にどのように取り入
れるかなど、報告書にまとめHPで公表す
る。

法令については、特に問題はないと思う。ＨＰでの情報公開もでき、しっかり法令も守れている。守るべき法令の周知は引き続き行い、みんなが当たり前に知って
いる。という状態を守って欲しい。
個人情報も扱うことが多いと思うので、正しい知識を持って、管理、取り扱いを行うように気を付ける。

【学校関係評価委員評価】



評価項目 評価 現状の取組状況 課題 今後の改善方策

・学校の教育資源や施設を活用
した社会貢献・地域貢献を行っ
ているか

3

学校の空き時間に教室を利用し、企業様
の講習会を行ったり、業界団体の会議に
使用したりしている。

シャンプー台やエステイスなど、どこに
でもない設備もあるので、学生が使って
いない時間帯には、他の業者や団体に
もっと利用して頂いてもよい。しかし、
学生の道具などもある為、使用可能な教
室とそうでない教室は明確に分けておく
必要がある。

業界、地域等と連携をとり、施設、教室
をもっと有効活用し、できるだけ社会貢
献ができるように働きかける。一方で、
学生が安心して学校生活を送れるよう、
プライバシー等は、しっかりと守ってい
く必要がある。

【学校関係評価委員評価】

今年は、企業に設備を提供するなど、協力体制もとっていたよう。いい設備があるので、どんどん協力できることはしていってもいいのでは。但し、管理等負担に
ならない範囲で。教室や設備を貸す一方で、学生が基本使う場所なので、トラブルなどが起こらないよう、使用しない部屋等はカギをかけるなどのセキュリティ面
で気を付けることも必要。企業とのコラボなども考えてみたら面白いかもしれない。いろいろ、外部との連携も組みながら、新しいことをどんどん取り入れたらい
いと思う。

（１０）社会貢献・地域貢献


